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地域イノベーションパートナーシップホームページ

「地域イノベーションパートナーシップ」
経済産業省の資料による

好循環

地域イノベーションの創出

広域地域経済連携の形成

ITを活用したものづくり産業、
サービス産業のイノベーション
を創出

地域ITベンダーとITユーザ
ーのベストマッチング構築

脱下請け、首都圏一極集中
からの解放

コアコンピタンスを持つ地域
ITベンダー育成、JV等を目
的とした地域ベンダー連携

　
中
小
企
業
の
戦
略
的
Ｉ
Ｔ
利
活
用

推
進
の
た
め
に
経
済
産
業
省
が
展
開

し
て
き
た
普
及
啓
発
活
動
で
あ
る
Ｉ

Ｔ
経
営
応
援
隊
。
今
年
度
も
経
営
者

向
け
研
修
会
、
中
小
企
業
Ｉ
Ｔ
経
営

力
大
賞
２
０
１
０
の
実
施
、
各
地
域

ご
と
の
活
動
に
よ
り
Ｉ
Ｔ
活
用
力
の

強
化
を
図
る
が
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
を
円
滑
に
進
め
る
基
盤
づ

く
り
と
し
て
、「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」（
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
）
事
業

も
推
進
し
て
い
く
。

　
本
事
業
の
内
容
と
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援

隊
と
の
関
係
を
、
経
済
産
業
省
商
務

情
報
政
策
局
地
域
情
報
・
人
材
育
成

推
進
室
の
土
橋
秀
義
室
長
は
次
の
よ

う
に
概
観
す
る
。

　「
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
経

営
の
普
及
活
動
を
通
じ
て
そ
の
支
援

を
行
う
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
や
両
者
を
仲

介
す
る
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ（
Ｉ
Ｔ

Ｃ
）等
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
地
域
の

ユ
ー
ザ
ー
と
ベ
ン
ダ
ー
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
て
Ｉ
Ｔ
経
営
推
進
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
目
指
す
の
が
、
地
域
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事

業
で
す
」

　
主
に
ユ
ー
ザ
ー
側
を
支
援
す
る
Ｉ

Ｔ
経
営
応
援
隊
活
動
を
包
含
す
る
形

で
、
ベ
ン
ダ
ー
の
供
給
力
向
上
ま
で

支
援
を
広
げ
て
い
く
も
の
だ
。
た
だ
、

ベ
ン
ダ
ー
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、「
ベ

ン
ダ
ー
間
の
連
携
や
ユ
ー
ザ
ー
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
地
域
の
基
盤
づ
く

り
が
中
心
に
な
る
」（
土
橋
室
長
）。

　
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、Ｉ
Ｔ
経

営
応
援
隊
同
様
、
各
経
済
産
業
局
単

位
で
事
務
局
を
置
く
。
地
域
事
情
に

即
し
て
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
に
対
し
、
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
を
通
じ
た
ユ
ー
ザ
ー
と

ベ
ン
ダ
ー
の
連
携
、
ベ
ン
ダ
ー
同
士

の
連
携
支
援
や
ベ
ン
ダ
ー
企
業
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
な
ど
を
行
っ

て
い
く
。

　
地
域
に
お
け
る
具
体
的
な
動
き
に

つ
い
て
、
経
済
産
業
省
情
報
処
理
振
興

課
の
河
村
有
紀
係
長
は
、「
Ｉ
Ｔ
経
営

応
援
隊
の
ツ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
、
応

援
隊
で
支
援
し
た
企
業
を
マ
ッ
チ
ン

グ
段
階
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
試
み
は

す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
例
と

し
て
、
北
海
道
で
は
企
業
が
Ｉ
Ｔ
Ｃ

等
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
経

て
Ｉ
Ｔ
導
入
を
考
え
る
際
、Ｉ
Ｔ
ベ
ン

ダ
ー
へ
の
提
案
依
頼
や
提
案
を
受
け

る
場
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
ま
で
支
援

し
て
い
ま
す
。Ｉ
Ｔ
Ｃ
等
が
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
円
滑

に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
」
と
話
す
。

　
そ
し
て
こ
の
活
動
の
目
指
す
姿
に

つ
い
て
、「
す
ぐ
近
く
に
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー

が
い
れ
ば
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業
に
は
何

か
あ
っ
た
と
き
に
即
座
に
対
応
し
て

も
ら
え
る
安
心
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

顔
が
見
え
る
間
柄
で
あ
る
こ
と
を
活

か
し
、
互
い
に
成
長
し
合
え
る
関
係

を
作
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
期
待
を

か
け
る
。

　
各
地
域
の
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
務
局
・
関
係
機
関
か
ら
ア
ナ
ウ
ン

ス
さ
れ
る
の
で
、
最
新
情
報
を
入
手

し
て
お
き
た
い
。

　「
企
業
の
競
争
力
強
化
に
と
っ
て
Ｉ

Ｔ
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

ユ
ー
ザ
ー
企
業
の
皆
様
に
は
、
ま
ず

は
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊
の
事
業
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
各
社
の
導
入
事
例

な
ど
か
ら
Ｉ
Ｔ
の
活
用
が
難
し
い
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
体
感
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
先

の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
有
効
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
」

　
土
橋
室
長
は
多
く
の
地
域
企
業
へ

参
加
を
呼
び
か
け
る
。
ユ
ー
ザ
ー
企

業
も
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
も
、
と
も
に
自

社
の
経
営
力
を
強
化
す
る
機
会
に
し

た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
全
国
で
展
開
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
経
営
応

援
隊
の「
Ｉ
Ｔ
経
営
気
づ
き
研
修
会
」の

開
催
に
あ
た
り
、
平
成
21
年
度
の
実

施
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
が
日
本
商

工
会
議
所
で
あ
る
。
入
門
編
36
回
、

基
礎
編
22
回
合
計
58
回
の
研
修
会
が

各
地
で
開
催
さ
れ
る
。

　
昨
年
度
は
全
国
２
１
５
箇
所
、
約

２
８
０
０
人
が
研
修
会
に
参
加
。
受

講
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
（
日

本
商
工
会
議
所
「
平
成
20
年
度
Ｉ
Ｔ
経

営
気
づ
き
研
修
会
事
業
実
施
報
告

書
」）、
87
％
が
「
役
に
立
っ
た
」
と
回

答
し
て
い
る
。
日
本
商
工
会
議
所
情

報
化
推
進
部
の
小
松
靖
直
部
長
は
次

の
よ
う
に
話
す
。

　「
気
づ
き
研
修
会
へ
の
満
足
度
は
高

く
、
ニ
ー
ズ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
実

施
側
の
商
工
会
議
所
も
全
国
か
ら
ま

ん
べ
ん
な
く
応
募
が
あ
り
、
今
年
度

も
募
集
枠
を
上
回
り
ま
し
た
」

　
実
践
形
式
に
つ
い
て
も
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
。
同
部
の
樋
口
光
氏
に

よ
る
と
「
入
門
編
と
基
礎
編
の
２
段
階

を
設
け
、
前
者
は
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
後
者
は
事
例
を
ベ
ー
ス
に
し
た

Ｉ
Ｔ
経
営
へ
の
理
解
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
開
催
時
間
は
３

時
間
程
度
」
と
の
こ
と
で
、
忙
し
い
経

営
者
で
も
時
間
を
捻
出
し
や
す
い
構

成
だ
。

　
入
門
編
で
Ｗ
ｅ
ｂ
の
活
用
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、「
大

手
企
業
や
ネ
ッ
ト
の
浸
透
で
地
方
の

市
場
が
侵
食
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
小
規
模
企
業
は
ま
だ
サ
イ
ト
が
な

か
っ
た
り
、
所
有
し
て
い
て
も
『
ど
う

活
用
し
て
売
上
を
上
げ
る
か
』に
悩
ん

で
い
る
状
況
な
の
で
す
」
と
小
松
氏
。

Ｗ
ｅ
ｂ
の
活
用
は
地
域
の
死
活
問
題
で

も
あ
る
の
だ
。
ま
た
、
前
年
度
ま
で

に
横
須
賀
商
工
会
議
所
が
企
画
・
開

催
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
会

が
好
評
だ
っ
た
こ
と
も
、
統
一
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
化
を
後
押
し
し
た
。

○
商
工
会
議
所
の
役
割
と
Ｉ
Ｔ
化
支
援

　
現
在
、
全
国
の
商
工
会
議
所
は
合

計
１
３
８
万
事
業
所
を
会
員
化
し
て
い

る
。
売
上
向
上
や
日
々
の
改
善
活
動
に

Ｉ
Ｔ
は
必
須
で
あ
り
、
気
づ
き
研
修

平
成
21
年
度
の
活
動
概
要

平
成
21
年
度
の
活
動
概
要

平
成
21
年
度
の
活
動
概
要

経
済
産
済
産
業
省
に
聞
く
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済
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業
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く
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商
工
会
議
所
に
聞
く

日
本
商
工
会
議
所
に
聞
く

日
本
商
工
会
議
所
に
聞
く 経済産業省商務情報政策局

地域情報化・人材育成推進室　室長　土橋秀義氏（写真右）
同局　情報処理振興課　係長　河村有紀氏（左）

日本商工会議所
情報化推進部　部長　小松靖直氏（写真左）
同部　樋口光氏（右）

IT経営応援隊（2009年10月）

http://www.it-partnership.jp/
http://www.itouentai.jp/

経済産業省推進事業

IT経営応援隊IT経営応援隊IT経営応援隊IT経営応援隊IT経営応援隊IT経営応援隊
地域イノベーション
　 パートナーシップ（RIPs）
地域イノベーション
　 パートナーシップ（RIPs）
地域イノベーション
　 パートナーシップ（RIPs）
地域イノベーション
　 パートナーシップ（RIPs）
地域イノベーション
　 パートナーシップ（RIPs）
地域イノベーション
　 パートナーシップ（RIPs）

～2009年10月
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会
の
よ
う
な
事
業
は
「
今
こ
そ
必
要
な

事
業
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
た
だ
、
地
域
に
よ
っ
て
は
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
な
ど
の
専
門
家
が

少
な
い
場
合
も
あ
り
、
商
工
会
議
所

自
身
の
Ｉ
Ｔ
支
援
力
向
上
も
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
平
成
21
年
度
は
①
Ｗ
ｅ
ｂ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
②
Ｉ
Ｔ
経
営
実

践
、
③
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
、
④

情
報
リ
ス
ク
対
策
の
４
つ
の
コ
ー
ス

で
職
員
向
け
の
研
修
を
開
催
中
だ
。

ま
た
、
今
後
は
若
手
経
営
者
を
中
心

に
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

作
り
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
商
工
会

議
所
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
活
用
支
援
は
ま
す

ま
す
充
実
し
て
く
る
様
相
だ
。

　
ま
た
、
電
子
入
札
・
電
子
申
告
へ

対
応
す
る
た
め
の
電
子
証
明
書
発
行

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
お
り
、
積
極

的
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け

て
い
る
。

　
な
お
日
本
商
工
会
議
所
は
、
平
成

21
年
度
情
報
化
月
間
情
報
化
促
進
貢

献
企
業
等
表
彰
に
お
い
て
、
経
済
産

業
省
商
務
情
報
政
策
局
長
表
彰
「
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
促
進
部
門
」
を
受
賞
し

た
。

　
平
成
21
年
度
は
従
来
か
ら
の
流
れ

を
汲
み
つ
つ
も
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
構

成
と
な
る
。
研
修
事
業
で
は
、
ユ
ー

ザ
ー
向
け
の
I
T
の
戦
略
的
活
用
セ
ミ

ナ
ー
、
I
T
ベ
ン
ダ
ー
向
け
の
ク
ラ
ウ

ド
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
セ
ミ
ナ
ー
、
農
林

水
産
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
対
象
を
明

確
に
し
た
テ
ー
マ
設
定
だ
。

　
ま
た
東
北
な
ら
で
は
の
事
業
と
し

て
継
続
実
施
し
て
い
る
の
は
、
I
T

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ス
キ
ル
習
得
研
修

で
あ
る
。「
I
T
ベ
ン
ダ
ー
、
ユ
ー

ザ
ー
に
関
わ
ら
ず
I
T
C
プ
ロ
セ
ス

を
学
び
現
場
の
仕
事
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
福
島
で
開
催
し
ま
し
た
」

と
東
北
経
済
産
業
局
　
地
域
経
済
部

情
報
産
業
支
援
室
総
括
係
の
菊
地
亮

氏
は
説
明
す
る
。

　
そ
し
て
、
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

ユ
ー
ザ
ー
、
I
T
ベ
ン
ダ
ー
、
I
T

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
よ
る
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
関

係
者
が
協
力
体
制
を
組
む
こ
と
に
よ
り

I
T
経
営
を
推
進
し
て
い
く
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

「
I
T
経
営
関
係
者
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
力
向
上
実
践
事
業
」
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
I
T
経
営
の
推
進
に
意

欲
あ
る
中
小
企
業
に
対
す
る
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
で
あ
る
が
、
経
営

系
の
専
門
家
と
情
報
系
の
専
門
家
が

2
名
1
組
で
訪
問
す
る
こ
と
を
原
則

と
す
る
。
両
者
が
協
力
し
あ
う
こ
と

で
き
め
細
か
い
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力
の
向
上

を
同
時
に
図
っ
て
い
く
。
対
象
数
15

社
、
1
社
あ
た
り
2
〜
5
回
を
予
定
し

て
い
る
。

　
同
室
の
柏
芳
郎
室
長
は
、「
東
北
は

全
国
の
6
〜
7.
5
％
経
済
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
I
T
産
業
の
占
め
る
割
合

は
ま
だ
1.
5
%
程
度
。
連
携
支
援
や

他
産
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
定
量
的
に
測

れ
る
数
値
と
し
て
成
果
を
上
げ
た
い
」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

　
日
本
発
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

R
u
b
y
（
ル
ビ
ー
）。
開
発
者
で
あ

る
ま
つ
も
と
ゆ
き
ひ
ろ
氏
は
島
根
県

松
江
市
に
在
住
し
て
い
る
。
国
際
的

に
評
価
を
受
け
て
い
る
R
u
b
y
の

「
お
膝
元
」
と
い
え
る
中
国
地
域
の
活

動
は
R
u
b
y
を
核
と
し
た
I
T
産
業

の
振
興
や
活
動
推
進
が
一
つ
の
柱
と

な
っ
て
い
る

　「
9
月
に
開
催
さ
れ
た
R
u
b
y
の

国
際
イ
ベ
ン
ト
と
も
連
携
し
、『
ち
ゅ
う

ご
く
地
域
R
u
b
y
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
研

究
会
』
が
発
足
し
ま
し
た
。
R
u
b
y

の
優
位
性
と
利
点
、
メ
リ
ッ
ト
な
ど

を
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
内

で
R
u
b
y
需
要
の
創
出
と
開
発
供
給

力
強
化
を
実
現
し
、
ユ
ー
ザ
ー
と
ベ

ン
ダ
ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
加
速
さ
せ

る
狙
い
が
あ
り
ま
す
」
と
中
国
経
済

産
業
局
地
域
経
済
部
情
報
政
策
係
長

の
宇
山
正
樹
氏
は
説
明
す
る
。

　
同
研
究
会
に
は
自
治
体
、
I
T
ベ

ン
ダ
ー
の
団
体
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
協
議
会
、
地
域

団
体
等
が
参
加
す
る
。

イノベーション
パートナーシップ

□IT経営気づきセミナー
　◆ユーザー向け
　　　IT活用戦略セミナー
　◆ITベンダー向け
　　　ASP・SaaS構築ガイドセミナー
　◆農林水産業者向け
　　　SaaS利活用セミナー
　◆金融機関向け
　　　IT経営戦略構築セミナー

□ITコーディネータ　スキル習得研修

□訪問コンサルティング

□地域ITベンダー
　共同受注のための
　交流・調査事業

□地域ITベンダー広域連携事業

□地域ITベンダーとユーザーの
　マッチング事業

□IT経営関係データベース整備

□東北地域イノベーション
　パートナーシップ戦略委員会

□東北地域イノベーション
　パートナーシップ地域大会開催

□東北IT経営実践企業
　表彰式・講演会開催

□IT経営の普及促進事業

研修事業

支援事業 普及促進
事業

 開催予定日 都道府県 　　開催機関

 10 月 27 日 北海道 北見商工会議所

 10 月 27 日 鳥取県 倉吉商工会議所

 10 月 27 日 静岡県 浜松商工会議所

 10 月 29 日 岩手県 花巻商工会議所

 10 月 29 日 神奈川県 相模原商工会議所

 10 月未定 愛知県 大府商工会議所

 11 月 4日 神奈川県 横須賀商工会議所

 11 月 4日 三重県 亀山商工会議所

 11 月 5日 大阪府 北大阪商工会議所

 11 月 10 日 香川県 高松商工会議所

 11 月 16 日 沖縄県 浦添商工会議所

 11 月 18 日 東京都 東京商工会議所

 11 月 18 日 熊本県 熊本商工会議所

 11 月 24 日 神奈川県 相模原商工会議所

 11 月 26 日 兵庫県 龍野商工会議所

 11 月 26 日 福岡県 八女商工会議所

 11 月 27 日 千葉県 市川商工会議所

 12 月 3日 東京都 むさし府中商工会議所

 12 月 4日 静岡県 浜松商工会議所

 12 月 8日 宮崎県 宮崎商工会議所

 12 月 16 日 宮崎県 日南商工会議所

 1 月 13 日 神奈川県 横須賀商工会議所

 1 月 19 日 長野県 松本商工会議所

 1 月 19 日 福岡県 朝倉商工会議所

 1 月 21 日 東京都 東京商工会議所

（演習形式でWebマネジメントの実際をテーマに実施） 

 開催予定日 都道府県 　　開催機関

 10 月 30 日 岩手県 花巻商工会議所

 11 月 9日 愛媛県 今治商工会議所

 11 月 9日 埼玉県 蕨商工会議所

 11 月 10 日 山形県 鶴岡商工会議所

 11 月 10 日 福岡県 直方商工会議所

 11 月 11 日 静岡県 静岡商工会議所

 11 月 12 日 北海道 留萌商工会議所

 11 月 12 日 大分県 臼杵商工会議所

 11 月 19 日 大阪府 高槻商工会議所

 11 月 26 日 北海道 北見商工会議所

 11 月 26 日 広島県 府中商工会議所

 11 月 26 日 静岡県 富士宮商工会議所

 11 月 26 日 福岡県 飯塚商工会議所

 12 月 3日 熊本県 熊本商工会議所

 12 月 3日 沖縄県 浦添商工会議所

 12 月 5日 群馬県 館林商工会議所

 12 月 10 日 福岡県 八女商工会議所

 12 月 16 日 宮崎県 日南商工会議所

 12 月 17 日 千葉県 市川商工会議所

 1 月 22 日 長野県 松本商工会議所

 1 月 23 日 群馬県 館林商工会議所

 1 月 26 日 大阪府 茨木商工会議所

＊開催日・場所は変更される可能性があります。
　詳細は各地域の商工会議所にお問い合せください

平成21年度　IT経営気づき研修会　開催予定

東北IT経営応援隊

基礎編

入門編

（IT経営を実践している企業の事例を元に自社のIT経営
実現へのきっかけを提供する）

ち
ゅ
う
ご
く
地
域
の
活
動

ち
ゅ
う
ご
く
地
域
の
活
動

ち
ゅ
う
ご
く
地
域
の
活
動

東
北
地
域
の
活
動

東
北
地
域
の
活
動

東
北
地
域
の
活
動

地
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I
T
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＆
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s
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域
I
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経
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＆
R
I
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s
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＆
R
I
P
s

地
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＆
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地
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＆
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I
P
s

地
域
I
T
経
営
応
援
隊
＆
R
I
P
s

̶

東
北
、
ち
ゅ
う
ご
く
、
関
西̶

̶

東
北
、
ち
ゅ
う
ご
く
、
関
西̶

̶

東
北
、
ち
ゅ
う
ご
く
、
関
西̶

̶

東
北
、
ち
ゅ
う
ご
く
、
関
西̶

東北経済産業局　地域経済部　情報産業支援室
室長　柏芳郎氏（写真中央）
室長補佐　村田久明氏（右）
総括係　菊地亮氏（左）

IT経営応援隊（2009年10月）
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ちゅうごくIT経営応援隊　中国地域イノベーションパートナーシップ事業

ITユーザー・ITベンダーマッチング 地域ITベンダー競争力強化

従来のIT経営応援隊事業を拡充強化！ 地域ITベンダー連携促進

IT人材育成 技術開発等21年度からITの地産地消に
向けた取り組みを積極展開

ITベンダー向け
研修・セミナー等の
実施

　情報サービス産業の受
注は首都圏に一極集中化
し、地域ITベンダーは大
手ITベンダーの下請け構
造となっている。
　こうした下請けからの
脱却を目指し、地域ITベ
ンダーが連携して技術力
や開発力を構築する取り
組みを支援する。

・ITユーザーへ　地域のIT経
営サポートベンダーの情報
を提供「ITベンダ事例集」

ちゅうごくIT経営応援隊HP
でIT経営サポートベンダー検
索サイトを21年中に開設

さ
れ
て
お
り
、
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
情
報

提
供
や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
ベ
ン
ダ
ー

選
び
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

単
な
る
企
業
案
内
で
は
な
く
、
ど
ん

な
経
営
課
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し

た
か
の
実
績
部
分
を
具
体
的
に
紹
介

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
だ
。

　「
年
度
内
に
は
ち
ゅ
う
ご
く
I
T
経

営
応
援
隊
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
I
T

経
営
サ
ポ
ー
ト
ベ
ン
ダ
ー
の
検
索
サ

イ
ト
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。
I
T

の
地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
展
開
し
た
い
」
と
参
事
官
の
平

井
信
義
氏
は
力
を
込
め
る
。

　
ま
た
、
11
月
11
日
〜
13
日
に
広
島

で
開
催
さ
れ
る
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
&

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

E
X
P
O

’09
広
島
」

へ
の
出
展
、
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
し
た

11
月
12
日
の
「
I
T
経
営
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス 

i
n 

広
島
」
な
ど
、
具
体
的

な
「
場
」
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
各
地
域
活
動
は
支
援
機

関
か
ら
の
提
案
に
基
づ
い
て
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
関
西
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
で
は
、
関
西
圏
の
中

堅
・
中
小
企
業
が
I
T
を
活
用
す
る

た
め
、
地
域
の
支
援
機
関
、
I
T
C

な
ど
の
専
門
家
が
集
ま
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
地
域
の
特
徴
を

生
か
し
た
I
T
経
営
の
普
及
事
業
を

展
開
中
。
平
成
21
年
度
は
本
部
事
業

以
外
に
次
の
7
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
活
動
し
て
い
る
。

・
ふ
く
い
I
T
経
営
応
援
隊

・
K
I
Z
U
N
A
シ
ッ
プ

・
関
西
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
フ
ェ

・
ラ
ボ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
近
畿
ス
モ
×
ス
モ
協
議
会

・
チ
ー
ム
I
T
神
戸

・
R
I
P
S
和
歌
山

　
ま
た
、
全
域
を
対
象
に
「
e
相
談

所
」
を
開
設
。
こ
れ
は
I
T
を
使
っ

て
経
営
改
善
や
効
率
化
を
し
た
い
企

業
と
I
T
ベ
ン
ダ
ー
・
専
門
家
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
た
め
の
無
料
の
会

員
制
W
e
b
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
。
両
者

の
最
適
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
実
現

へ
の
仲
介
役
を
担
っ
て
い
る
。

　
会
計
ソ
フ
ト
や
給
与
計
算
ソ
フ
ト

な
ど
を
サ
ー
バ
ー
や
ソ
フ
ト
を
自
社

で
所
有
す
る
こ
と
な
く
使
え
る
「
J̶

S
a
a
S
」（
ジ
ェ
イ
サ
ー
ス
）。
8
月
、

9
月
も
新
サ
ー
ビ
ス
が
加
わ
っ
て
、

さ
ら
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
に

な
っ
て
い
る
。

　
利
用
に
あ
た
り
高
度
な
I
T
ス
キ

ル
は
不
要
で
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
関
す
る
作

業
も
削
減
で
き
る
の
が
特
徴
。

　
ま
た
、
各
地
で
J̶

S
a
a
S
普
及
セ

ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ
る
。

　
自
治
体
が
R
u
b
y
を
率
先
し
て
採

用
す
る
こ
と
で
需
要
創
出
の
契
機
に

す
る
こ
と
が
模
索
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
研
究
会
に
は
各
県
、
松
江
市
、

広
島
市
が
参
加
し
て
お
り
、
採
用
実

績
が
出
れ
ば
、
地
域
企
業
へ
の
普
及

も
加
速
す
る
に
違
い
な
い
。

　
R
u
b
y
以
外
の
I
T
ベ
ン
ダ
ー
支

援
で
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に
力
が
入
れ

ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
地
域
内
の

I
T
ベ
ン
ダ
ー
70
社
の
活
動
を
紹
介

す
る
冊
子
「
ち
ゅ
う
ご
く
地
域
I
T

ベ
ン
ダ
事
例
集
2
0
0
9
」
が
刊
行

関
西
I
T
経
営
応
援
隊

関
西
I
T
経
営
応
援
隊

関
西
I
T
経
営
応
援
隊

〈
J̶

S
a
a
S
に
つ
い
て
〉

中国経済産業局　地域経済部　参事官（電
子情報産業担当）平井信義氏（写真中央）
情報政策係長　宇山正樹氏（右）
情報化推進係長　安藤武志氏（左）

関西イノベーションパートナーシップ
ホームページより［e相談所］

J-SaaSのポータルサイト　http://www.j-saas.jp/

プラズマクラスターイオン発生装置が
セット可能なシャープの複合機

オフィス機器を eco の
観点で見ると………………（例）

●サーバーの仮想化による複数台→1台
●複合機を使って数台→１台
●プリンターにスキャン機能を加えてコピー代わりに

複数の機器を一つにして省電力

●グリーン購入法適合
●エコマーク認定
●TEC値（電気機器の標準的な消費電力量の目安と
なる数値）にも着目

省電力の機器を選ぶ

●複合機でファクスの内容を見てから印刷

●データ化されている情報はそのままファクス

不要なプリントアウトを防ぐ

●両面印刷で紙の使用量を減らす
●１ページに複数枚の資料を載せて紙の使用量を減
らす

●エコ印刷できるソフトウェアの活用

プリント用紙を大切に使う

省エネ機器を選んで賢く使い、ecoを実現！

　
地
球
環
境
を
守
る
こ
と
は
す
べ
て
の

現
代
人
が
果
た
す
べ
き
役
割
。
最
近
で

は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規

格
I
S
O
1
4
0
0
1
の
認
証
を
取
得

す
る
企
業
も
増
加
し
て
お
り
、
企
業
が

経
済
活
動
と
環
境
保
護
活
動
を
並
立
さ

せ
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　
し
か
し
、
大
げ
さ
に
考
え
ず
と
も
、

エ
コ
へ
の
貢
献
は
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
、
そ
し
て
I
T
活
用
の
シ
ー
ン
で
も

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
例
え
ば
、
数
台
の
サ
ー
バ
ー
を
1
台

に
集
約
す
る
仮
想
化
技
術
に
よ
っ
て
、

サ
ー
バ
ー
稼
働
時
の
電
力
消
費
量
を
低

減
。
ま
た
、
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
複
数

機
能
を
1
台
に
集
約
し
た
複
合
機
、
ま

た
電
力
消
費
量
が
少
な
く
改
良
さ
れ
た

商
品
の
選
択
に
よ
っ
て
、
運
用
時
に
差

が
生
じ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

　
同
じ
プ
リ
ン
タ
ー
で
も
理
想
科
学
工

業
の
高
速
カ
ラ
ー
印
刷
機
オ
ル
フ
ィ
ス

Ｘ
で
は
、
エ
コ
マ
ー
ク
認
定
な
ど
各
種

環
境
基
準
に
対
応
し
て
い
る
う
え
、
印

刷
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の
で
、
業
務
時
間

を
短
く
し
、
オ
フ
ィ
ス
の
ト
ー
タ
ル
稼

働
時
間
短
縮
に
よ
る
電
力
消
費
量
削
減

な
ど
も
期
待
で
き
る
。

　
ま
た
、
両
面
プ
リ
ン
ト
や
２
ペ
ー
ジ

分
の
提
案
書
を
１
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て

印
刷
す
る
な
ど
、
エ
コ
対
応
を
全
社
的

に
実
施
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
日
立

ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
発
売

さ
れ
る
な
ど
（
本
誌
41
ペ
ー
ジ
参
照
）、

便
利
な
ツ
ー
ル
も
出
て
い
る
。

○
複
合
機
に
さ
ら
に

　
新
し
い
装
置
が

　
プ
リ
ン
タ
ー
、
コ
ピ
ー
、
フ
ァ
ク

ス
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
な
ど
複
数
機
能
を
1

台
に
集
約
し
た
複
合
機
は
そ
れ
自
体
が

エ
コ
対
応
と
言
え
、
フ
ァ
ク
ス
受
信

デ
ー
タ
を
確
認
し
て
か
ら
印
刷
す
る
か

ど
う
か
を
決
め
る
使
い
方
な
ど
は
、
紙

の
無
駄
削
減
に
直
接
貢
献
す
る
。
こ
れ

に
加
え
、
最
近
で
は
シ
ャ
ー
プ
の
複
合

機
の
よ
う
に
、「
新
し
い
複
合
」
を
実

現
し
た
も
の
も
あ
る
。

　
シ
ャ
ー
プ
で
は
快
適
な
オ
フ
ィ
ス
空

間
の
実
現
の
た
め
に
、
カ
ビ
菌
や
ウ
イ

ル
ス
等
を
空
中
で
分
解
・
除
去
す
る

「
プ
ラ
ズ
マ
ク
ラ
ス
タ
ー
」
技
術
を
用

い
、
イ
オ
ン
を
放
出
す
る
装
置
を
発
売

し
て
い
る
が
（
た
だ
し
無
菌
状
態
に
す

る
も
の
で
は
な
い
）、
こ
れ
を
複
合
機

に
搭
載
す
る
こ
と
も
可
能
に
し
た
（
右

写
真
）。
こ
の
装
置
は
複
合
機
と
連
動

し
て
作
動
し
、
電
源
の
O
N̶

O
F
F

が
同
時
に
行
え
る
。
エ
コ
に
つ
な
が
る

複
合
機
を
さ
ら
に
オ
フ
ィ
ス
空
間
を
快

適
に
保
つ
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。

　
こ
れ
か
ら
購
入
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

は
、
エ
コ
視
点
で
も
貢
献
度
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
お
き
た
い
。

エコへの取り組みはどの程度進んでいるだろ
うか。コスト削減にも直結するエコの観点で
オフィス機器の活用法を見直してみたい。

「エコ」
の視点から
オフィスを見直す

の視点からオフィスを見直すエコ
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